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終 章 区民主体の身近な街づくりを進めるために

Ⅰ. 地域の街づくりにおける都市整備方針の位置づけ
世田谷区では、区役所のほかに5つの地域に総合支所、28地区にまちづくりセンターを
設置し、地域の実情や区民の声を受け止め、きめ細かな行政サービスやまちづくりを行う「地
域行政制度※」を平成3（1991）年から導入しています。令和4（2022）年には、区政運
営の基盤である地域行政制度について、地区がその要となるよう改革することを目的に「世
田谷区地域行政推進条例※」（以下、「推進条例」といいます。）を制定しました。
また、「推進条例」に基づき令和6（2024）年3月には「世田谷区地域行政推進計画」を
策定し、地域行政の推進に関する施策等を進める上で基本的な考え方と施策の方向性、具体
的取組み等を示しました。
「地域整備方針（後期）」における身近な街づくりは、「世田谷区地域行政推進計画」との
整合を図り、実施するとともに、「世田谷区実施計画」や分野別整備方針・計画の行動計画等
に基づき進行管理を進めます。

世田谷区基本構想（平成２５年９月）

世田谷区基本計画（令和６年３月）

分野別計画（都市整備領域）

第一部　都市整備の基本方針
（平成２６年４月）

第ニ部　地域整備方針（後期）
（令和７年７月）

世田谷
地域

北沢
地域

玉川
地域

砧
地域

烏山
地域

即す 整合

（地区・地域に
おける取組み）世田谷区地域行政推進計画（令和６年３月）

地域経営方針

世田谷区都市整備方針都
市
整
備
領
域
の
分
野
整
備
方
針
・
計
画

各
分
野
別
計
画（
都
市
整
備
領
域
以
外
）

世田谷区地域行政推進計画との関係性
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Ⅱ. 区民主体の身近な街づくりの実現に向けて
区民主体の身近な街づくりを実現するために、区民と事業者と区の責務を明確化するととも
に、区民・事業者・区の協働の街づくりをより一層進めます。
○「世田谷区地域行政推進計画」において定める各地域経営方針の実現や地区の個性を活
かしつつ、より住みやすいまちにしていくためには、地区の住民などが中心となる区民主体
の街づくりを進めることが大切です。
○誰もがお互いを尊重しながら、区民一人ひとりが担い手となり、区民主体の街づくりを進め
ていくことが大切です。
○街づくりは、10年、20年先の「あるべきまちの姿」を共有し、その実現に向けた取組みを
区民主体で進めていくものであるため、次代の社会を担う子ども・若者の街づくりへの参
加がとても大切です。
○区民主体の街づくりは、「地域整備方針（後期）」における「地域のテーマ別の方針」を重ね
合わせて示したように、様々な主体が連携して総合的に進めていくことが大切です。

それぞれが持つ
まちについての様々な思い

街づくり活動
の準備

防災上の不安は
あるが、建て替えるにも
お金がかかるしな…

安全・安心に
暮らしたい

事業者
の思い

障害者
の思い

同じ思いを持つ
仲間をつくります

様々な世代へ呼びかけ

目標や計画を
つくるときの活動

ステップ１：まちを知る活動

有効活用したいが、
住民や区はどう考えて
いるのだろうか

どこに
相談に行けば
いいのだろう みどりは火災の

延焼を防ぐ役目も
あるんだね

〇居住者　　　〇NPO法人　　〇町会・自治会
〇学校・大学　 〇商店街・事業者
〇企業　　　　〇地区街づくり協議会※

（街づくりの多様な主体）

多様な主体による取組み

官民連携、エリアマネジメントによる取組み
自主的な街づくりの取組み　など

○町会・自治会
○商店街・事業者
○学校・大学　など

●勉強会の開催（専門家に聞く）
●街歩き（検討中の範囲を歩く）
●話し合い（勉強会や街歩きの結果をまとめる）

ステップ２：地域への周知活動
●通信の発行(話し合った内容について）

街づくりの新たな取組み方

多様な
参加者

専門家

多様な区民
の思い

子ども・若者
の思い

ウォーカブル

ユニバーサルデザイン
グリーンインフラ

風景づくり
防災・減災脱炭素※

ウォーカブル※

ユニバーサルデザイン※
グリーンインフラ※

風景づくり
防災・減災

区の窓口で相談

区の支援 ◯情報提供
　（街づくり条例など）
◯専門家派遣（注）ほか

様々な庁内領域との連携による
職員の参加区の支援

身近なまちづくりの進め方のイメージ
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区は、子ども・若者を含むすべての区民が街づくりに関心を持ち、子ども・若者も街づ
くりに参加しやすい工夫をしながら、区民主体の身近な街づくりを実現するために、次のよ
うな取組みを進めていきます。
○区全域において区民主体の新たな街づくりを進めていくため、多様な主体による自主的な
街づくり活動を支援する仕組みの充実を検討していきます。
○アクションエリアにおいては、引き続き、法令に基づく地区計画※や地区街づくり計画※な
どによる「街づくりのルール」を活用するとともに、地域の魅力や価値を高める区民・事業
者が主体となる自主的なエリアマネジメント※の取組みや、「地域のまちの姿」の実現に貢献
している官民連携※など、区民主体の新たな街づくりについても推進していきます。なお、
アクションエリアの展開においては、序章における「アクションエリアの関係性」や「地域全
体における地区の街づくりの考え方」に示すよう取組みを進めます。
○このため、「世田谷区街づくり条例※」に基づき、様々な支援を行うとともに、必要に応じて、隣
り合う地区や隣接する他区市、東京都など関係機関との調整等に努めます。

街づくりの目標

〇地区計画（素案）
〇地区街づくり計画（原案）

ま
ち
に
つ
い
て
の
新
た
な
思
い
の
広
が
り

街づくりの目標
を決める

街づくりのルール
をつくる

街づくりのルール
に基づく実践

街づくりのルール

魅力ある安全・安心なまちを
つくるため、地区街づくり計画
の原案などを提出します

〇区民街づくり協定※

〇建築協定※

〇緑地協定※

〇界わい形成地区※

　　　　　　　など

各種街づくりの
ルールによる誘導

様々なまちづくりのテーマ（思い）について自主的に取り組む活動

社会実験、都市再生整備計画※　など

【例1】樹木や生垣を大切にし、
　　　みどり潤う住宅街にしたい

様々な街づくりの手法

（注）「世田谷区街づくり条例」に基づくものです

【例２】地震や火災に備えて、
　　　防災上安全な街にしたい

道路空間を活用した
社会実験

【例３】居心地が良く歩きたくなる
　　　街にしたい

更なる
街づくり
の展開

◯情報提供
◯専門家派遣（注）
◯一部費用の助成（注）ほか

地区計画及び
地区街づくり計画

の策定

素案・原案の提出

◯情報提供
　（街づくり条例など）
◯専門家派遣（注）ほか

◯情報提供
◯専門家派遣（注）
◯一部費用の助成（注）ほか

街づくりのルール

原案など

・専門家派遣、一部費用の助成(注）　　　・様々な庁内領域との連携による職員の参加
・交通管理者協議、都市再生推進法人の指定など
・官民連携による支援（PFI等、公有資産活用、イベントの共催など） など

区の支援

　　　街にしたい

Rule
Goal Action!
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アクションエリアの総括図
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「地域整備方針（後期）」の策定に当たり時点修正等を行ったことにより、「都市整備の基
本方針」と異なることとなった以下の事項は「地域整備方針（後期）」を優先します。

○（2ページ）序章「Ⅰ. 位置づけ・体系」の「1. 都市整備方針の位置づけ」に示す「都
市整備方針の位置づけ」
○（3ページ）序章「Ⅰ. 位置づけ・体系」の「2. 体系」の「都市整備方針の計画体系」
に示す「都市整備領域の分野別整備方針・計画」及び「都市整備領域以外の方針・
計画」の名称
○（6ページ）序章「Ⅳ. 計画期間と次回の改定について」
○（13・14ページ）第1章「Ⅱ. 世田谷区をとりまく状況」
○（22ページ）第1章「Ⅳ. 街づくりの主な課題と対応」の「みどりとみずの保全・創
出と環境との共生」に示す「【環境と共生した低炭素都市づくりへの対応】」
○（34ページ）第2章「Ⅱ. 都市づくりの骨格プラン」の「2. 新たな機能を持つ拠点等」
に示す「（2）保健福祉の街づくり重点ゾーン」
○（37ページ）第2章「Ⅱ. 都市づくりの骨格プラン」の「都市づくりの骨格プラン」に
示す「みどりの拠点」、「みどりの拠点（点在型）」
	 なお、みどりの拠点の名称、範囲は、「世田谷区みどりの基本計画」を反映している。
○（41ページ）第2章「Ⅲ. 土地利用構想」の「土地利用構想」に示す「住宅ゾーンⅡ（住
宅ゾーンⅠ以外の住宅ゾーン）」、「主な公園・緑地（概ね3ha以上）」、「大規模な敷
地（公共公益施設、住宅団地等）（概ね4ha以上、複数の敷地が連坦するものも含む）」
○（45ページ）第2章「Ⅳ. 都市施設配置構想」の「都市施設配置構想」に示す「都
市計画公園・緑地（開設）及び（未開設）」、「広域避難場所」
○（51ページ）第3章「Ⅰ. 安全で災害に強いまちをつくる」の「Ⅰ. 安全で災害に強
いまちをつくる」方針図に示す「重点整備地域」、「広域避難場所」、「避難所（区立小・
中）」
○（51ページほか）第3章「Ⅰ. 安全で災害に強いまちをつくる」の「Ⅰ. 安全で災害
に強いまちをつくる」方針図などに示す「豪雨対策モデル地区」
○（56ページ）第3章「Ⅱ. みどり豊かで住みやすいまちをつくる」の「〜基本的な考え
方〜」に示す「低炭素都市化への対応」
○（57ページ）第3章「Ⅱ. みどり豊かで住みやすいまちをつくる」の「Ⅱ.みどり豊か
で住みやすいまちをつくる」方針図に示す「主な公園・緑地」、「水辺再生事業・構
想重点整備区域」、「土地区画整理事業を施行すべき区域（うち未施行区域）」
○（63ページ）第3章「Ⅲ. 活動・交流の拠点をもつまちをつくる」の「Ⅲ.活動・交
流の拠点を持つまちをつくる」方針図に示す「商業関連施設（商店街）」、「みどりの
拠点」、「みどりの拠点（点在型）」

地域整備方針（後期）と都市整備の基本方針との関係性
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○（69ページ）第3章「Ⅳ. 地域資源の魅力を高めるまちをつくる」の「Ⅳ. 地域資源の
魅力を高めるまちをつくる」方針図に示す「主な公園・緑地」、「1,000㎡以上の樹林地
が敷地内にある寺社」、「文化財」
○（73ページ）第3章「Ⅴ. 誰もが快適に移動できるまちをつくる」の「Ⅴ. 誰もが快適に
移動できるまちをつくる」方針図に示す、「都市計画道路・高速道路」、「大規模な公園」、
「主要な公共公益施設」
○（76ページ）第3章「Ⅴ. 誰もが快適に移動できるまちをつくる」の「５.交通環境の質
を高める」に示す「低炭素都市づくり」
○（82ページ）第4章「Ⅱ. 総合的な街づくり行政の推進」の「２.執行能力を高める」に
示す「各テーマ別方針と主な分野別整備方針の関係」の「分野別整備方針」の名称
○（83ページ）第4章「Ⅱ. 総合的な街づくり行政の推進」の「3. 様々な領域との連携を
図る」に示す「低炭素社会をつくる」
○資料編「Ⅱ.用語解説」の「新たな防火規制区域」、「一団地の住宅施設」、「延焼遅延
帯」、「温室効果ガス」、「景観重要公共施設」、「広域避難場所」、「国分寺崖線」、「敷
地面積の最低限度」、「主要生活道路」、「準工業地域」、「生産緑地／生産緑地地区」、
「生物多様性」、「世田谷・みどりのフィールドミュージアム」、「専用住宅」、「地域行
政制度」、「地区幹線道路」、「特定整備路線」、「都市復興プログラム」、「不燃領域率」、
「東京都の防災都市づくり推進計画」、「保存樹木・保存樹林地（制度）」、「水と緑の
風景軸」、「みどり率」の解説
○資料編「Ⅱ. 用語解説」の「豪雨対策モデル地区」は「地域整備方針（後期）」におい
て「流域対策推進地区」に用語を変更。同様に「電線類の地中化」は「無電柱化」に
用語を変更


